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豊かな心を培 う 情報機器の活用とその 可能， 性 

インターネ、 ット 情報の教材化を 生かした効果的な 授業をめざして 

[ 要 約 ] 

我々人間が情報を 得る術は時代とともに 大きく変化を 続けてきた。 中でも近年の 情報機器の発達はめさまし 

く 子供でも気軽に 多くの情報を 手に入れることが 可能となっている。 そのため、 我々大人社会は 情報が子供に 

及ぼす景を響を 常に様々な視点から 見守ることや、 氾濫する情報の 中でも子供に 対してより教育的で 価値のあ る 

  情報とは何かを 常に考える 尼 、 要性が高まっている。 このような背景のもと、 本石井 究 ではインターネットを 活用 

することで よ り新鮮で価値のあ る情報を取捨選択し、 それらを効果的に 授業に生かし 子供の心の内に 投げかけ 

ることで、 子供の心に変容をもたらそうと 試 んだ。 

その結果①リアルで 価値のあ る情報を与えることは 子供のしに確実な 変容をもたらすことができる。 ②コン ピュー タや インターネット 等も活用次第で 児童の心に新鮮な イメ を も た ら し、 人が持っ心の 温かさや豊か 

さにあ らためて気づかせることに 有効であ る。 というた成果が 確認できた。 

  口 情報教育 ロ インターネット 日 豊かな 心 口 教材開発 

1  主題設定の理由 る 情報機器と、 インターネットの 有効な活用を 通し 

近年の社会における   情報環境はめまぐるしく 変化 て、 豊かな心の育成を 試みたい。 

を 続け我々個人が 得る情報もその 内容を日々細分化 検証の場においてはその 時間的・経済的な 利便性 

また増大化しっ っ あ る。 この ょう な情報の多様化は に 加えて www*l を 通して得られる 豊富な情報 か 

政治・経済・ 医療そして教育等実に 様々な部分で 豊 もたらす教育的な 活用の可能性を 鑑み、 インターネッ 

かさや利便性をもたらし、 遠隔医療の向・ - ヒや 宇宙 開 @ を モデルに効果的な 授業作りを目指そうと 本主． 題 

発への貢献そして 教育効果の向上等は、 その -. 例で を 設定した。 

あ る。 しかし、 その -, 方で子ども達が 氾濫する情報 

に 翻弄されたり、 犯罪の動機の 一つになるといった Ⅱ 下 打突 目 ヰ栗 

事実等、 子供への影響も 懸念されている。 そのため インターネットの 価値のあ る情報を探求しそれを 

我々は①価値のあ る情報を見極めることや、 ・②情報 効果的に与えることで、 児童の心に変容をもたらし、 

を 収拾選択し効果的に 与える為の手たてを 日々探求 豊 がな心の肯成るのざす。 

することが ノ、 要となっている。 

またそれは高齢化社会の 到来とも重なることで 多 Ⅲ 研究仮説 

くの情報の中がら 価価 のあ る・情報を適切に 獲 博し   @  下供の健全な 屯、 0 発達に対して 価値のあ る情報 

それを生かして 平和で物上、 ともに豊かな 社会作 れ ) に を 探り、 それを効果的に 与えることができれば 七   

貢献する人材の 育成とも大きく 結びつくものであ る の 変容を期待できるであ ろう     

世 と ヵっ n Ⅰ る - 2  コンピュータやインター オ、 ヅト の持つ豊富なⅠ ト 三テ 

報 やその双方向性を 生がせば、 情報機器の活用に 

以上の視点がら 本研究では・ 近年そのめざましか おける新たな 可能，性を見出すことができるであ ろ 

発達のもとに 多くの利便性と 可能，叶が注目されてい 、つ 

*lWo 。 rld wed ( ウェ ブ ) と 呼ばれる 哺報 リンク 網 
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供達 に与える影響や・ 現実とフィクションの 識別 

が 暖 味な子供達への 商品コマーシャル 的な番組の 

あ り方が問われ 続けられている。 近年、 これに 対 

するクリントン 大統領の姿勢も「規制派」の 推し 

進める「 V チ ・ ソブ 」 M  を支持する方針となり 鍵 

年からは各家庭の テ レ ピ に設置することが 義務づ 

けられることとなっている。 

しかし、 わが回においては 未だその ょう な動き 

もなく依然として 目を覆いたくなるような 残虐な 

、 ン一ンが 昼間の番組やケーフルテレビの 中で放映 

されている。 また、   性を売り物にした 番組 か 深夜 

に 至らない時間にも 無秩序に放映されている。 

この ょう な問題はけしてテレビだけの 問題では 

なく情報と物資の 溢れた現代においては 幸 - る 所に 

存在しておりこれからの 情報教育における 一つの 

重要な課題と 言える。 

しかし本来情報化は 我々人間に未知なるものを 

知らしめ、 人間の持つ能力を 補うものであ る。 そ 

してこれまでにない 新たな可能性を 手に入れる 術 

としてもその 大きな役割を 担 う ものであ る。 

そこには我々が 豊かで幸せな 社会を築き トげよ 

う とする大きな 夢と希望が存在するものであ る。 

本研究はこのような 視点から子供と 情報の相関関 

表 2  テレビゲーム 等で遊ぶ頻度 ( 小学生 ) 

I いつも遊んで い る   2  4  @  1  %  I 

時々遊んでいる 4 7 - 7 % 

あ まり遊んでいない 1  6  -  0  % 
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NHK 「小学生の生活と 文化調査 ( 平成 6 年度 ) 

2  研究構想 図 
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V  研究の実際 

1  情報化社会における 可能性と課題 

情報化の流れが 子供に与える 影響を考えると 子 

供の学習へ知的探求心の 向 - トを 始め様々な面で 大 

きく貢献している。 特にコンピュータを 始めとす 

る情報機器の 発達はインターラ、 ットや パソコン 通 

信 、 また教材 CD-ROM 等といったマルチメディ 

ア機器の一般化をもたらした。 その結果、 これま 

- での教師の説話やテキスト・ 図鑑等の応用が 中 t 、 

となった学習とは 異なりカラ一画像や 音声、 動画 

を見ることも 可能な学習環境 か 実現化されつつあ 

る。 

その他直接的なコミュニケーションが 苦手な子 

供や他者との 人間関係が不得手な 子供にとっても 

これらの機器が 媒介となってコミュニケーション 

を 築き、 信頼関係を深めることで 次第に直接的な 

コミュニケーションへの 移行が n]. 能 となった事例 

も報告さ十している。 また最近では 心を内側に閉 さ 

しかちな子供がより 社会へ適応しようとする 過程 

でも大いに役立つものと 注目され、 すでにその 店 

情報化が子供に 及ぼす影響を 考察する時に 見逃 

せないのが豊かな 人間性の喪失や 他との協調性の 

欠如に繋がる 事への不安であ る。 かって人と人と 

の会話 力         情報コミュニケーションの 中心であ った 

時代にはその 情報源が人であ る限り、 むやみにそ 

の場を放棄したり 安易に提供 源を杵 えるいう選択 

肢は存在しなかった。 またそのような 環境からは 

・情報も人の 醸し出す様々な 雰囲気を介してより 人 

間的に伝えられていった。 しかし家庭に 多くの 情 

報 機器が備わる 現代においては   情報が溢れ、 氾濫 

した     吠 態であ る。 そのような中では   情報のチヤン 

ネ、 ルる 気軽に変えたりスイッチを 切ることで自分 

に 不都合なことや 気に入らないことを 放棄してし 

まうことも簡単な 行為であ る。 無機的で安易な 情 

報取捨選択行為の 積み重ねが心身の 発達途上の子 

供か 及ぼす影響という 視   ほがらはけして 好ましい 

環境てあ るとは言えず 今後の情報教育に 課せられ 

た深刻な課題と 言えるのではないが。 ( 表 3) 

* 表 3  情報ストック 量の比較 (5/59+H 6) 

用 化が始まっている。 ( 表 4) 地上系テレ ヒ   

ビデオソフト 

ケーブルテレビ 

バソコンソフト 

レンタルビデオ 

1 3 . 2 倍 

1 2 - 6 ィ哲 

26 . 8 倍 

・ 7 . 0 倍 

264 . 0 ・ 倍 

一人あ たり，情 

報ストック量 

の仲びは沖縄 

で 1 . 6 5 倍 

全国平均以下 

  CD 一 ROM    16.5 倍   対 H2 年度比 
  

H8 通信白書・情報化の 動向 ( 郵政省 編 ) 
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表 4  資料 情報化による 可能性と未来的展望 
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化
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よ
る
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性
 

  政 ・ 治経 Ⅰ テ ミ手   

政策や施策の 情報 り m 集 、 政府機関等の 情報収集、 データベース 的活用、 国内外経済の 

そ 動向、 物価・株価等の 把握、 各企業団体による 宣伝広告、 サービス情報 

の 

他
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医療福祉 

専門医療機関による Q&A 、 発展途上国への 医療支援、 各種フォーラム 

文化教養   
国内外の・博物館や 美術館の展示品等の 鑑賞、 演劇・コンサート 等の鑑賞・観劇、 世界 

遺産等を見る、 外国文学を読む、 歴史・文化の 調査、 国内外大学の 講義の受講 
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福祉施設 諸施設や団体等の 活躍の様子に 気づかせる 
H 療 医 施設 特に高齢化社会を 日前にした ) 各種のデータからの 教材化等 

M 0 諸 各 … N G NGO のホームページ 等を利用しボランティアの 実状に気づかせる 

P  個人その他近年多くの 障害者がインターネットを 通して情報を 発進している 

  害 者 障害者との交流やメールを 元にした授業の 実践 づ 福祉・道徳教育 

人 「お年寄り」の 知恵袋を活用、 人生相談、 子育て、 教育相談等 

連 
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H   情報センター 教育情報の収集、 教育ボランティア、 退職教員に よ る支援・助言相談 
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2  教材 ( 価値のあ る情報 ) の選定 

本研究では子供のん 、 に 「 豊さ 」をもたらすこと 

を目標に授業の 構築をめさした。 

授業構成の重要な 要素となる新鮮で 価値のあ る 

，情報の獲得・ 加工・提示であ る。 その手段として、 

本校既存の「コンピュータ」 や 、 情報の新鮮さと 

豊かさが注目されている「インターネット」を 活 

用することで 授業の実践化を 図った。 

コンピュータやインターネットを 活用して子供 

の心に豊かさや 変容を期待することはこれまでの 

イメージからががにも 相反する両者であ る。 しか 

し表 5 のモデルに見られる「共感性」を 通して、 

それぞ ォ L の思いを深めることができれば 確実に児 

童の心に価値のあ る変容をもたらすことが 可能で 

あ ると考えた。 

表 5  豊かな心を育む 過程 

回匝 """"""" 
L ( 情報収集 ) 

現在の状況・ 未来的展望 

インターネット 

( 画像，音声・ 文字 ) 

l .( 分析・加工・ 処理 ) 

発達段階 HIP 取捨選択 効果音 
学習過程 

画像取捨選択 画像 配 

生活環境 音声取捨選択 信のエ 

生 ， 育歴 メールの発信 夫 
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(1) ホームベージについて 

ホームページ (110 皿 epage) はインターネッ 

ト上において 様々な目的で   情報を提供しようとす 

る組織や企業そして 個人が、   情報の内容を 紹介す 

  り一 イ   「 



るために持っぺ ー ジであ る。 そこでは文字だけで 

なく画像や音声が 扱えることで 近年では遠隔教育 

や遠隔医療を 始め金敵機関と 提携することで 営利 

目的での情報提供を 行ったりショッピンバも 可能 

となっている。 ホームベージへの 効率的なアクセ 

スにはホームベージの 場所 UR L づ (U ㎡ f0rm 

Rtesourse Locator) を指定し、 ブラウザ一に 人 

力することでアクセスができる。 

ホームベージは 数え切れないほど 存在し蜘蛛の 

巣 のようにそのリンクを 援     げっ っ あ る。 そのため 

ホームページの 中には世界中の・インターネット ，情 

難を ヵ テゴリー毎に 分類整理． し 検索を専門とする 

  情報提供ベージも 少なくない。 そこでは自分の 知 

りたい情報のキーワードを 人力し段階的に 絞り込 

むことで関連するホームページを 見つけだしたり、 

目的の情報を 手に入れることができる。 また WWW 

上の情報はすべてデジタル 化されていることから 

容易に自らのパソコンにそのデータを 取り入れた 

り 印刷することも 可能であ る。 

授業では近年地球規模で 課題となっている 難民 

や ストリートチルドレンの 問題等を中心に 焦点化 

し多くの事実や 真実といった   情報の収集を 図ろう 

と関連するホームベージの 検索を試みた。 中には 

全文英語のぺ ー ジもあ ったが、 英文翻訳ソフト 甲 

を併用することで 翻訳時間の短縮を 図ったり、 難 

解な英文の和訳に 利用した。 

国々との間で 短時間で安価にⅠ 掻は コミュニケーショ 

ンが可能であ る。 最近ではフラウザ 一に付加され 

ているメール 機能を使うことにより、 メ 。 y セージ 

と 先方のアドレスを 書き込むたけで 瞬時に送信し 

たり受信することが 可能であ る。 

電子メールの 利点は国内外を 問わずに多くの 情 

軸な インターネットに 乗せて瞬時で 安価に送受信 

できる，点であ る。 

授業においては、 これまでの教師と 児童という 

関係たけではなく 教師と児童そしてもう - . 人の情 

報提供者や解説者を 得ることができる。 児童 が ホー 

ムベージを通して 学んだ多くの 事実を単に教室の 

授業だけで深化させ 学習を終えるのではなく、 教 

室の外や市覚、 県外、 そして国外へ 向けて教室か 

ら めメ、 ． ソ セ ー、 ジや 質問という形で 送信してみるこ 

よ と も り効果的な情報の 深化へと結びつくことと 

恩 、 われた。 授業においては 児 茸の価値観の 更なる 

深化を図る意味からも 交流の相手を 成人とする， ぃ 

で 多くの皆様にご 協力を頂き P 一 maiH を試みた。 

  睡 
Hrllo  Stw&irdl       
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(2) 電子メール (E 一 nl 血 ) について 

電子メールは E 一 mall (7 一 メール ) とも呼 

ばれ、 コンビュータ 利用者間において 文字・画像， 

音声といったメッセ 一 - ジを 送受信するものであ る・ 

l Ⅰ '"'"' 4 年 ヰヰ 宙廿 由 Ⅰ "' 。   
阻 下花 埼の 『ヨ巾 ss@Nggf め牡目 片田㎏ 蜘柑肌市 ㎝ 械 i 「 廿駐用         巨 ・ サ 

丑主巨 @1 史臣， 且先 」 打 Ⅰ "', 耳ぬせせ @bt> 二 二世 -l'"" 揮 9' 牡 。 " 

4  インターネット 情報の教材 仕 

宮城 /J 、 宇校 には現在 NEC-98 シリーズのコンピュー 

タが 花台設置されており、 お ょそ 二人に   ・白の割 

合で利用することができる。 児童らは授業やクラ 

ブ活動等を通してワープロソフトやお 絵 かき ソフ 

ト また STUDY-TIME といった学習ソフトを 活用 

している。 それぞれのコンビュー タ はすべて連結 

されておりお 互いの画面をみたり 見せたりするこ とも可能であ る。 教師側のボストコンピコ タ と 

この機能を使うことで 現在およそ 160 ヵ国以上の 児童のコンビ ユータは PC 一 SEMI を介して接続 
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されており教師はすべての 児童用コンビュー タ を 

リモート操作したり 教師 側 コンピュータの 両面画 

像や音声を一斉にまたは 個別に送信できる。 -, 

最新のソフトへの 対応という面ではハード 面・ 

ソフト面ともに 十分とは言えない 環境であ る。 し 

かし教師側のコンピュータでは CD-ROM が活用 

"C きる等といった 児童側のコシビュー タ よりも若 

- 丁 ，性能力，優れ "C いるという 利申     をうまく利用する 

* 環境設定 

ことで よ り効果的な利用方法を 日指している。 

また現段階では 未だインターネットへの 接続が 

未整備であ るため本研究の 検証授業においてはあ 

くまでもインターネ、 ットクナ 仮想環境におけるデモ 

ンストレーションとホームベージから 画像等の情 

報を獲得・加工し 教材化を図っての 授業実践をめ 

ざした。 
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せ 児童なりの問題解決策を 考えさせる学習へと 導 

くことにっながると、 考える・ 

そこから得られる 成果は卑に思いやりの 心のみ 

ならず、 自分たちの未来に 対する夢や希望を 育む 

ことにも繋がるものと 思える。 次に個々の児童の 

思い る メールで送信しいろいろな 立場の人々と、 

交流することに 26 情報の更なる 深化が社会性や 

国際性、 郷土愛の育成へと 発展してくれることも 

合わせて 願 がたい。 

3  教材について 

近年世外の情勢はかって 見られた東西対立も 解 

消し、 人類がともに 力を合わせて 取り組むべき 課 

題と l, て 発展途上国の 貧困や戦争，災害による 飢 

餓そして難民といった 問題か浮 卜 している " 

中でも発展途上地域における 子供達の間 胆はス 

トリートチルトレンをはしめ 深刻な現代にあ り、 

世界中に貧しさゆえに 死をまっ運命の 子供達があ 

ふれているのが 実状であ る。 

現在世界てはお ょそ 1200 万人の子供達が 死に追 

い やられておりその 大部分はアジア ，アフリ ヵと 

いった地域における 飢餓・病気そして 戦争による 

犠牲者であ る。 また病気に よ る死因の約 杖 )% は 肺 

炎・下痢・麻疹等といった 基礎的な予防意識とわ 

ずがな費用で 治療することのできる 航 気であ る。 

また幸い死に 至らなくても 地宙 によって肢体不自 

由になった子供や 虐待にあ う子供、 そして生れつ 

きエ ・ ィズ に苦しむ子供達の 数は何億と想定されて 

いる。 

これらの問題は 我々先進国の 人間にとってもけ 

して無関係とは 言えず、 近年注目されている 環境 

問題や人口爆発も、 発展途上国の 生活形態をいか 

に改善できるかにかかっている。 このような国々 

の 多くが自らこのような 貧困を生み出したのでは 

なく長い歴史の 中で常に行われてきた 先進国によ 

る「 人と 資源の搾取」が 大きな要因の 一つであ る。 

またわか国もそんな 先進国の一つであ ったことは 

歴史上の事実であ る。 現在わが国の 政府開発援助 

額は世界第一位であ る。 1, かし、 子供を対象とし 

たコ - ニセフの援助は 比較的少なく 政府拠出額は 第 

10 位 、 学校や企業といった 民間の拠出金は 第 5 位、 

両名を足しで 人口で割った 国民一人当たりの 協力 

額は世覚 17 位であ り、 およそ 40 円といった実状で 

あ る。 

わが国もかって 1949 年から 1964 年までの 15 年の 

間に食料を始めとした 多くの物資が 援助されでい 

た 事実を振り返れは 児童が例年行っているユニセ 

フ募金の使いみちや 今後の課題も 見えてくるので 

はなかろうか。 

不時では、 インターネットでユニセフや 国連難 

民高等弁務官事務所 (UXHCR) 等いった機関の 

ホームヘ 一シ から情報収集を 行い教材化を 図ると 

ともに E 一 ， n Ⅱ機能を利用して 国内外に渡る 人々 

への情報発信にっ なけ た い ・ 

4  児童について 

児童は 5 月にイ ソタ 一平 ット ・ホームベー -/ ；   

ら作成された 資料を通して 難民問題についての 技 

業を担任の名義。 真教諭の指導の 下に学習している。 

難民問題について「なぜそのようなことがおこ 

ると 把 、 いますか / 」という問いに 対してほとんと   

せど 一品 一 



の 児童が「戦争」をその 原因にあ げ、 中には「 H 

本が金を奪っていったから」といった 意見や「人 

民差別がおきるから」等といった 一歩踏み込んた 

意見も聞かれた。 

次に、 学級の児童に 高齢化社会や 老人Ⅲ 題 、 老 

人介護といった 言葉を聞いたことがあ るが ? また 

それはどのような 意味であ ると   甲ぅか ? と調査し 

たところ「聞いたことがあ る」と答えた 児童はお 

よそ 3 割り程度であ った。 また聞いたことがあ る 

と 答えた児童等の 中で「将来は 若い人達がお 年寄 

りを助けであ げなければいけない 時代であ ること 

を知っていたか」という 問いに対して「知って ぃ 

た 」と答えた児童はおよそ 4 人であ り 1 割り程度 

であ る。 

5  本時の授業目標 

  飢餓や飢えに 苦しむ子供達の 実態に気づかせる 

  自己と比較し、 今の自分にも 無理なくできるこ 

とがあ ることに気づかせる。 

  日々の生活における 何気ない小さな 思ひやりを 

積み重ねることでも 確実に世界の 平和にっ な が 

ることに気づかせる。 

6  留意点 

研究の流れが 社会的弱者の 存在を知らせること 

で白倉連の優位さに 気づかせたり 生き方を省みさ 

せるといった 指導に陥らぬよう 十分配慮する。 児 

童の発達段階からも 当初は「かわいそ う 」という 

感情が生じるであ ろうし、 指導者もその 素直な感 

情を積極的に 認めることが 大切であ る。 しかし 本 

授業では次のステップとなる 目分をみつめ 自分に 

沖 理 なくできることがないが ? といった部分に 気 

づかせることへとつなぐことに 重， ． ; をおいて試み 

る 

山郵便局のボランティア 情報のぺ 一ら   
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授業展開 

学習内容 l T l の動き l T 2 の動き 
丑 学習内容の確認   児童あ てに届いた メッ   メ @ ルをプリントア 

ヘメ、 y/ セ ー、 ジ ー、 、 - セージを読み 上げる ウトつ   る       

    不時の学習内容は 何か ? 

①画像を見て 本時の ・表情に注口させる。   画像へのコメント 

学習内容を推察す 

る 。 

世外の子供達の 様子を見てみよう 

* 感想・意見発表 

  かわいそ う 

  さびしそ う 

  その他 

②ボスニア・チェル ・難民となった 国々の ・画像に対する 感想、 を 

ノブイリ・ルワン 子供の様子や 原発事故 発表させる。 

ダ といった地域の の犠牲になった 子供の ・地図を用いおよそ 位 

子供の様子に 気づ 実状に気づかせる。   置を把握させる ， 

{ 

③フィリッピンを 始 ・年齢の低さや 虐待の ・フィリピンと 沖縄が 

めとするストリ 一 実態についても 気づか 比較的近距離にあ るこ 

ト チルドレ シや そ せる。 とや、 バナナ等我々が 

の 他人権 や自由 の ・自己との比較を 図ら 普段 親む 果物の輸入先 

満たされない 子供 せる。 であ ることも説明する。 の 様子に気づ { 

④カンボジアの 地理， カンボジアという 国を知っています ズ J 、 

的な条件や遺跡の 、 かって高度な 文明を ，アンコールワット や 

様子からかっての 持ち人々も宗教心の 篤 その他の遺跡を 提示し 

ヵ ンボジ ァ の様子 ぃ 勤勉な国民であ るこ その美しさを 知らせる に 気づ { とに気づかせる。   おょ その位置を把握 

させる。 

  

資料，・留意点・その 他 

* 機器の確認・ 調整 

ホメッセージ (P13) 

* 地図の活用 

-
7
 

 
 

* 我が国と同様化、 教を信じる 

人々が多い。 

* 地図の活用 

 
 

 
 

 
  

 

 
 

 
 



の 様子に気づく。 様子を提示する。 リアルに十五ネ フ るよう 

* 感想・意見発表 

に 至っても未だに 続 

いている極度な 貧困 

関連付けて提示する。 

⑥貧困や人材不足、   かって先進国に よ る 

* 死因の大半が 下痢や麻疹 と 

があ った事実を押さ いった基礎的な 知識さえあ 

れば直すことのできる 病気 

* 感想・意見交換   自らの置かれた 環境   代表的な意見を 板書 

  同じ人間として 同じ   素直な口分の 気持ち 

事実に気づかせる。 

* 感想・意見発表 

  赤い羽運動への 水 郵便局のボラティア 貯金等 

についても資料や 貯金通帳 

等を通して紹介する。 

参加する。 だろう。 

* ユニセフ募金がどのように 

使われていたのかを 知らせ 

る 。 

一 ⅠⅠ 一   



募金に参加するにはお 金が必要になる。 またボランティ 

ア として発展途上国に 行くこともやはり 簡単ではない。 

もっと気軽にできることはないか。 
  

  可能な限、 り 児童の思 

いる 引き出す     

かわいそうだと 思 う 気持ちも大切だが、 かわいそうだ 

と 居、 ぅ 気持ち 十 自分に無理なくできる 何かを見つける 

ことも大切ではないか。 

の 高齢化社会の 到来 ・将来訪れる 高齢化社 に 気づ { 会は ついて軽く触る・ ・可能な限 ，り 児童の思 

( 資冶ト 1 ) いな 引き出す。 

自分に 皿理 なくできる「何か」とはどんなことだろう 

* 意見・感想・ 

困っている人を 

・助ける 

・親切にする 

* 感想・意見発表 

・日々の生活にお 

ける小さな親切 

や思いやりのあ 

る行動の積み 重 

ねもしっかりと 

支援につながり 

その根幹となる 

ことに気づく。 

G
 
 様
 

N
 
 の
 

諸
動
 

や
 

活
く
 

フ
の
づ
 

 
 二

組
に
 

 
 

  日々の生活の 中での 

思 ひやりや助け 合い 

も結果的には 支援や 

援助に有効に 結びつ 

けて行くことや、 自 

もまたその，員、 であ 

ることに気づかせる。 

  ユニセフからは 我が 

国も支援された 経緯 

の事実を知らせる。 

要
え
 

心
早
 

り
を
 

図
書
 

を
助
 

視
て
 

巡
じ
 

間
応
 

机
に
 
る
 

  物 やお金の直接的な 

支援だけが支援につ 

ながるのではないこ 

とに気づかせる。 

  まとまった意見を 板 

書する。 

  昭和 2 9 年 一 3 4 年 

までの支援を 受けた 

様子を知らせる。 

自分達の感想、 ，意見を E メ - ルで送ってみよう 

⑨ l,@ らの意見や学習 ・受信・回答をくださ ・先に書いた 児童の ワ一 

の 感想をまとめ ワ一 6 人々のブロフィー ク、 ン一トを辛召イ 卜 する。 

クシートに書く。 ルを紹介する。 

* 4 人に一人がお 年寄りとな 

る 時代に、 大切なこととは 

何か ? 

ホ上巳 童 とともに考える。 

* 優しさや 気 づきといった 思 

いやりの心を 持った子供達 

が大人になり 平和で豊かな 

国際社会を構築していくこ 

との意義を想起させる。 

米 自分達もその 一員であ るこ 

とに気づかせる             

* 学校給食の脱脂粉乳・ 衣料 

ク ワ ・ ン一トの 内容を説明 

する。 

* 送信先の国の 様子も簡単に 

。 角出井上 ろ 。 

り " ど 
一 12 一 



8  メッセージメール 

ロバート・レナードさんより 

  
旺 はめお 甘 七車 五   

  
  

' 。 。 ねヮ柁 '",     

笘 。 惑ぎ億ぬ叢 、 笘笘 ￥ ぽお お ; ぉ盤鞭環擦 ㌍   
    笘 お ふ ; ぽ " ま持浜窯臆沖 ㌣ ": や かめ       蒔 " 厄 Ⅰ ' 東田   

    

      
  " 。 旺 '"'" 。 。       
㎏ 仮 Ⅰ。 '":"""   田田 相臆 ㎏， 蒜用ぁ ， W 蒜あ 森桶も 荻原 睡 妬心 醸俺 神田 ガ *.r ㍉ :.;-- ‥ -     

坤サ 

Jll@@@@@-fcfo@h-.|}a)tetoMp@  i-t-  @@M@@*@P-  @A    ¥    @jfca'5<l-iftfe'  

生徒のみなさんこんにちは。 私はロ 

バート と 申します。 一途中西 "y あ ー 

ソマリアの環境は 最悪でした」戦 い 

の 為にほとんどの 建 ・ 物や Ⅱ 動 車も破壊 

されそして何よりも 多くの人々が 殺さ 

れてしまいました ，そこには学校もな 

く、 多くの子供達が 孤児となっでいま 

した。 

そこにはほとんど 食べる物もなくき 

れいな水も薬もなくなっていました。 

一途中省略 一 私は今世界中の 恵ま 

ォ t ない子供達の 為に 、 共に彼らを助け 

て 行くための多くの 手だてを、 みなさ 

んに学んで欲しいと 思います「 

あ なたの友人ロバート・レナード よ り 

北海道北見市・ 菅原ヒロ アキ さんより 

  
    

串俺押珂 ogr- 輪補 あ 柑梼蕊輔 田内   輌甜宙窩繍 nb 繍鱒ザ ザ白受用 (         
田 - ォ 

Ⅰ A 年輩 礒あ 笘   
j>fx@@1 Ⅰ N 。 t 舌弼 " ㎞。 抵乳 ⅠⅠ ぬ W  i ） 斤 Ⅰ・ @@  :"", こ吋ゴ妨坤 、 叫 、 ノト 6%0 
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Ⅰ琉球大学教育学部 3 年次・山城さん 

ヌ寸     
亜 Ⅰ         エ仙 0 コ     拍   Ⅰ                       「・ B 毎 Ⅰ ro ⅠⅠ philippints@ * 
コ師 tb   。 x コ ・・ ' , 、 、 。 。 。 ， m 、 ，、 ，， 。 

良目 ヒモシし Ⅰ 至 生口 
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一 前半部分省略 一 

私の国では信号待ちをしている 

車の間で金せがんだり、 他にも 

道 ばたでタバコやギャンディー 

を売る子供達を 見るでしょう。 

あ る人々に ょ れば、 それは金 

に目が眩んだ 組織に何の罪もな 

い 子供が操つられた 上での行為 

であ るとも言われています。 きっ 

とあ なたも、 危険 と隣 あ わせの 

中を幼い子供達が。 道路上での 

物乞いや労働に 明け暮れる様子 

を哀れむ人々に 気づくことでしょ 

つ 。 
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9  検証授業の評価 

Ⅲ 児童の感想．・ 意見 

今までほ・・ とし・うことがわかりました『 何に」・・ても「無関心」だった / 

・ 可か 出来ることが 

あ れぼしてあ げたかです。 
でも何もしてあ -  げられないこどが " - " 悲しい   です。 私達が出した「裏 金で」何か 

出来るとうれしいです。 

私はこの世界で 毎日のように 

人間が人を破したり 強されたりしていると @ 
患 いませんでした。 

なんか自分たちと 同じ人拉がこんなおそろししⅠことを 

していると知って、 とても 杜 方な隻がしました。 

  

ぎ毛 
」
㌻
 

 
 
 
 

閏
 

ポ
ジ
ア
の
人
々
の
 
話
を
 

る
な
と
思
い
ま
し
た
。
 

ト
 

ン
し
 

ま
庄
料
 
が
な
い
 

カ
 
と
て
も
恵
ま
れ
て
 

紺
甜
 

日
本
 

も面 ほかわいそうと 思いながら 
見ていたけど、 半分ぐらい見てると 耳金など 
私たちができることからしていけれま 

いいなあ と思いました。 

Ⅰ り 柱 Ⅹ ・ 

億 / これからもインターネットだけど 
カンポジ ブ とかの車をもっと、 もつと   

富 知りたいので 拙 えてください。 

ウ         
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(2) 授業者の評価 

今日の授業は 社会科と道徳科を 加えた授業で 

あ った。 全科的な授業をやってみたいという 恩 

ひ が以前からあ り、 それが実現できたことは 嬉 

しい思いがする。 

内容的には多くの 面で課題が山積しており、 

コンビュー タ を使って心の 教育を行う試みは 冒 

険 であ り挑戦であ った 0 しかし、 コンピュータ 

でもインターネットという 有効な情報伝達シス 

テムと組合わせることによりこれまではあ まり 

イメージできなかった 形の授業を提案すること 

につながったと 思う。 

本校はまだインターネットが 未整備であ り 本 

授業も近い将来環境が 整った状況を 想定した授 

業であ った。 実際にインターネットを 接続した 

上で 授業ができればもっと 中身の濃い授業が 行 

えたと思われる。 

次にあ まりに多くの 情報を抱えてしまい、 そ 

の 取捨選択 力 を見失った結果、 教師がしゃべり 

すぎてしまった 0 もっとたっぶりと 児童に考え 

る時間と発表しやすい 雰囲気を与えるべきであ っ 

た 、 0 

今後は児童が 自ら情報を獲得し、 どんな感想 

や思いを持ったかを 思い切り発表させることが   

できるような 授業展開にしたい。 

(3 Ⅰ 授業参加者の 評価 

① 多くの情報を 教師はただひたすら 子供たち 

に伝えようとしていたところは 失敗であ る。 

② 教師がいろいろと 解説するのではなく 資料   

を 与えそ ォ t に対して子どもらが 目らいろいろ 

な ， 思い な 膨らませたり 質問をしたり 討議をさ 

せる等といったことが 大切 - ではなかったか。 

③ 不時の内容を 45 分という限られた 時間内で 

扱 う にはとても無理があ った。 2 時間へ 3 時 

間扱いにしてもよがったのではないか。 

④ コンピュータを 活用ずるだけではなく、 

BGM として音楽があ ったことはよかった。 

⑤ 子供たちは恥ずがしが ン ) ながらも機会あ る 

毎に意見を発言しょうと 試みていたが、 どち 

  "6   
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2  今後の課題 

(l) r 供の，情報取捨選択能力や 情報活用能力を 培 

うための よ り効果的な手たてを 更に探求する。 

(2) コンビュータ 教育 や インターネット 教育にお 

ける、   情報と人とのより 望ましい関わり 方の探 

求に努める。 

(3) 個々の子供に 芽生えた心の 変容を日々の 生活 

Ⅰ t) . 一 



に 有効に反映できる よう その実践化をめざす。 

(4) 頭で理解したこと、 心で共感できたことを 体 

全体で実行できる 児童の育成をめざす。 

3  おわりに 

高度情報化社会の 現在、 情報化の波に 単に乗る事 

だけでなく、 時には立ち止まりあ らためて足下を 見 

直すことの大切さにも 気づき始めた。 特に近年の ょ 

う な少子化や核家族化の 問題、 また高齢化社会を 間 

近に控えた現代において 積極的に情報と 心、 そして 

行動のあ り方を見つめていきたい。 

今後は本研究の 成果を基に、 さらに情報化社会と 

子供の実態を 見つめ直すことや、 近年増加傾向にあ 

る 情報と心と行動が 不均衡に相関する 子供へのより 

有効な手だてを 探求していきたい。 

最御 ， こ 半年間にも及ぶ 研究のチャンスを 与え支援 

して下さいました 高原校長をはじめとする 諸先生方 

や市教育委員会の 先生方、 そして田中所長、 高原係 

長、 営 問 主事、 他職員の皆様に 心から感謝いたしま 

す 。 あ りがとうございました。 
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